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特別な配慮が必要な児童生徒への対応について

全国学力・学習状況調査において、視覚障害のある児童生徒が調査問題
に取り組めるよう、「点字問題」及び「拡大文字問題」を作成している。
また、その他障害により通常の問題用紙による調査の実施が困難な児童

生徒や日本語指導が必要な児童生徒への配慮として、「ルビ振り問題」に
ついても作成している。

【対象人数】 ※平成31年度（令和元年度）調査で学校等から事前申告があった数

（小学校）
・点字問題冊子対象：21人（約0.002%）
・拡大文字問題冊子対象：421人（約0.04%）
・ルビ振り問題冊子対象：12,622人（約1.21%）

（中学校）
・点字問題冊子対象：54人（約0.006%）
・拡大文字問題冊子対象：378人（約0.04%）
・ルビ振り問題冊子対象：4,478人（約0.46%）

※（ ）内は調査実施日当日に調査を受けた児童生徒数全体に占める割合

2



点字問題

（配慮例）
点字を使用して学習する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、

児童生徒が調査問題で問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し、問題の趣旨
に沿った解答に臨むことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。

（１）問題文などの記述及びレイアウト等について
必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。

（２）図やグラフの提示の仕方について
提示する情報の精選を行った上で、表などに置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。

（３）出題形式の変更及び代替問題について
児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化して出

題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、出題形式の
変更や代替問題の作成を行う。

普段から点字で学習している児童生徒のため、調査問題を点字（・の凹凸）で
印字したものを作成。
（委託事業者が専門家による点字問題作成委員会を立ち上げ、作成→国立教育政策研究所による確認・
助言→問題を修正→完成）

また、教師用手持ち資料として、点字問題を活字にした問題を作成。

3



点字問題

【調査問題の例】（小学校算数：令和２年度調査問題）

＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞

（配慮内容）
点字を使用して学習する児童にとって
は、「かさ」について、図からその量
の大きさを捉えることが難しいため、
手を横に動かすなどして、直接触れて
量の大きさを捉えることができる「長
さ」を用いた場面に代替。

＜通常問題＞
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拡大文字問題

弱視児童生徒の見え方に伴う負担等を軽減するため、通常問題で使用している
A4判の用紙をB4判の大きさに拡大したものを作成。
（国立教育政策研究所が作成→国立特別支援教育総合研究所による確認・助言→問題を修正→完成）

（配慮例）

（１）原則として文字の大きさを２２ポイントとし、UDデジタル教科書体とする。

（２）十分な字間及び行間等に設定する。

（３）必要に応じて、拡大率やレイアウト等を変更する。
・縦置きから横置きにする。
・設問と選択肢（解答欄）等が2ページに及ぶ際には、できる限り見開きにする。
・図や表のタイトル等の位置は、当該図表の左上部を原則とする。 等

※作成に当たっては、『プロジェクト研究報告書 弱視児の視覚特性を踏まえた拡大教材に関する調査研究
-弱視用拡大教材作成に関する開発及び支援について-「拡大教科書」作成マニュアル（拡大教科書作成へ
のアプローチ）』（平成16年3月独立行政法人国立特殊教育総合研究所作成）も参考にしている。
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拡大文字問題

＜通常問題＞ ＜拡大文字問題＞

【調査問題の例】（中学校国語：令和２年度調査問題）

（配慮内容）
通常問題では【橋本さんの話】を枠線で囲っているが、拡大文字問題では話

の内容を捉えやすくするために枠線を取り除き、イラストの位置を変更。
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ルビ振り問題

障害により通常の問題用紙による調査の実施が困難な児童生徒や、日本語指導
が必要な児童生徒に対する配慮として、ルビ振り問題を作成。

（中学校数学:令和２年度調査問題）（小学校国語:令和２年度調査問題）

【調査問題の例】
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（参考）調査環境の配慮の例
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（例１）視覚障害のある児童生徒

点字による教育を受けている児童
生徒

通常の調査問題の読み取りや解答
（回答）用紙への記入が困難な児童
生徒

解答（回答）方法 点字、代筆による解答（回答）
（または墨字も可）

自筆、代筆による解答（回答）

調査時間 最大1.5倍まで 最大1.3倍まで

調査場所 別室

調査内容 通常の調査問題と同じ内容（点字
になじまない一部の問題を除く）

通常の調査問題と同じ内容

使用するもの 点字問題用紙、点字用解答（回
答）用紙

拡大文字問題用紙（原則UDデジタル
教科書体22ポイント）

上記以外に障害の程
度に応じて配慮を可
能とする事項

点字器等の使用、調査問題の読み
上げ、調査時間中を含めた付添者
の同伴など

拡大鏡等の視覚補助具の使用、照明
器具の使用、調査問題の読み上げ、
調査時間中を含めた付添者の同伴な
ど

・障害のある児童生徒については、各学校の判断により、当該児童生徒の障害の種類や程度に応じて、
調査時間の延長、点字・拡大文字・ルビ振り問題用紙の使用、代筆解答用紙の使用、別室の設定など
の配慮が可能。



（参考）調査環境の配慮の例
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（例２）肢体不自由、病弱等その他の障害のある児童生徒

解答（回答）用紙への
記入が困難な児童生徒

体幹の機能障害により座
位を保つことができない
児童生徒又は困難な児童
生徒、体幹又は両上肢の
機能障害が著しい児童生
徒

病弱（慢性の呼吸器、心
臓、腎臓疾患等の状態が
継続して医療・生活規則
を必要とする程度）な児
童生徒又はこれに準ずる
児童生徒

解答（回答）
方法

代筆による解答（回
答）

自筆、代筆による解答（回答）

調査時間 最大1.3倍まで

調査場所 別室

調査内容 通常の調査問題と同じ内容

上記以外に障
害の程度に応
じて配慮を可
能とする事項

車椅子の使用、杖の使用、調査問題の読み上げ、調査時間中を含めた付添者の同
伴など


